
(町の人口〕

男 6，635人 (+9) 

!J:. 6，292人(+12) 

計 12，927人 (+21)

世帯数 4，371戸 (+12) 

7月1日現在。()内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿
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いよいよやって来ましだ暑い暑い夏

6月下旬には、町内の小中学校で相次いでブール

開きが行われ、子どもたちがいっせいにブールに飛

び込み、水しぶきを浴びながら歓声をあげていま

した。

これからの長い夏休み、元気に涼いで体を鍛え、

明るい笑顔で2学期を迎えましよう。
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グ
い
か
に
ご
み
を
減
ら
す
か
H

こ
れ
が
最
近
の
ご
み
問
題
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

普
段
ご
み
と
し
て
出
し
て
い
る
も
の
の
中
に
は
、
ま
だ
十
分
使
え
る
も
の
や
、
回
収
す
れ
ば
資
源

化
で
き
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
み
と
し
て
措
て
る
の
で
は
な
く
、
資
源
と
し
て
育
効

に
リ
サ
イ
ク
ル
(
再
利
用
)
し
ま
し
ょ
う
。

み
な
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
も
、
町
内
に
広
が
り
を
み
せ
、

各
地
区
に
設
置
し
て
あ
る
育
価
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
、
押
原
中
学
校
・
社
会
福
祉
協
議
会
の
有
価

物
回
収
怠
ど
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

成
を
あ
げ
て
い
る

有
価
物
回
収
ボ
ッ
ク
ス

町
で
は
昨
年
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
推

進
の
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
、
約
二
百
の
ご

家
庭
を
「資
源
ご
み
回
収
協
力
の
家
」
と

し
て
委
嘱
し
ま
し
た
。
月

一
回
公
会
堂

な
ど
へ
新
聞
紙
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
い

た
だ
き
有
価
物
を
収
集
し
ま
し
た
。
九

月
に
は
有
価
物
1
7
4
9
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
収
集
し
、
十

一
月
・
十
二
月
と
収
集

量
の
伸
ぴ
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
、
更
に
収
集

方
法
の
改
善
を
考
え
、
昨
年
末
に
は
、

各
地
区
に
二
十
四
時
間
い

つ
で
も
有
価

物
を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
「
有
価

物
回
収
ボ

ッ
ク
ス
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
現
在
こ

月A...>..U.. ..... 

~去豆目リ

第一公会堂前

公民館西

公会堂北
九 A ムLL ..... 

公去室目り

熊野神社

公会堂南

公会堂東

旧公会堂跡地

諏訪神社

公会堂東

集会所東

西条 一区

西条二区

清水新居

西条新田

押越

河東 中島

紙漉 阿原

築地 新居

飯喰

河西

上 河 東

」二河東二区

各地区設置場所

有価物回収ボックス
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
は
、
ヵ
月
平

均
8
t
l
H
t
の
有
価
物
の
収
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。

半
年
で
お
万
円
の
収
益

昨
年
の
九
月
か
ら
今
年
の
三
月
ま
で

の
お
よ
そ
半
年
間
に
は
、
こ
の

「資
源

ご
み
回
収
協
力
の
家
」
や

「有
価
物
回

収
ボ

ッ
ク
ス
」
か
ら
の
収
集
に
よ
り
、

約
三
十
三
万
円
の
収
益
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
収
益
金
は
、
六
月
五
日
、
泉
町
長
か

ら
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
な
お
、
今
年
の
四
月
以
降
の
収

益
金
は
、
各
地
区
へ
還
元
し
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
た
、
総
合
会
館
南
側
に
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
有
価
物
回
収
の
た
め
の

小
屋
が
常
時
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
小

屋
に
は
カ
ギ
は
か
か

っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
新
聞
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
・
ぼ
ろ
布
、

ま
た
ビ
ー
ル
ビ
ン
な
ど
、
役
場
や
総
合

会
館
へ
お
越
し
の
際
は
、

少
し
で
も
結

構
で
す
の
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

② 平点4.8.1広報しようわ

ボックス内に

図版袋を準備

新聞紙や広告などを入

れておくことのできる回

収袋を、回収ボックスの

中に準{請してあります。

ご自由にお持ちいただき、

ご利用(tごさ L、。

企泉町長から上杉副会長に収益金が渡されました。



ご
家
庭
の
育
価
物
を
回
収
し
ま
す

押
原
中
学
校

8
月
幻
自
(
日
〉

押
原
中
学
校
で
は
、
生
徒
会
活
動

の

一
環
と
し
て
、
生
徒
会
を
中
心
に
毎
年
有

価
物
の
回
収
を
行

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
町
民

の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

お
よ
そ
百
万
円
と

い
う
大
き
な
収
益
が
あ
り
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
貴
重

な
お
金
は
、
生
徒
会
の
備
品
購
入、

学
園
祭
運
営
の
補
助
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
各
家
庭
を
生
徒
が
回
り
ま
す

の
で
、
昨
年
同
様、

地
域
の

み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

• 日

時

八
月
二
十
三

日
(
日
)
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
(
小
雨
決
行
)

(雨
天

の
場
合
は
三
十
日
に
実
施
し
ま
す
)

紙

類

ー
ー
ー
新
聞
紙
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
雑
誌
、
ぼ
ろ
布

ビ
ン
類
|
|

一
升
ビ
ン

、
ビ
ー
ル
ビ

ン、

洋
酒
ビ

ン
、
醤
油

・
酢

の
ビ
ン
、コ

l

ラ
、
サ
イ
ダ
ー
、
カ
ル
ピ
ス
(
茶
色
)
の
ビ

ン

¥詳
し
く
は
、
各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
回
収
ビ
ン
一

覧
表
を
/

く
」覧
く
だ
さ
い

。
そ
の
他
の
ビ
ン
は
回
収

い
た
し
ま
せ
ん
。
¥

生
徒
が
回
収
し
て
回
り
ま
す
の
で
、
紙
類
、
ビ
ン
類
を
ま
と

め
て

家
の
前
に
午
前

8
時
ご
ろ
ま
で
に
出
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

。

な
右
、
紙
類
に
つ

い
て
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
ぼ

ろ
布
に
わ
け
て

ひ
も

な
ど
で
縛
っ

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ビ
ン
類
は
な
る
べ
く
種
類
別
に
入
力
け
て

お
い
て
く
だ
さ

い
。

押
原
中
学
校

(
包
乃

l
2
0
4
0
)
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

-
集
め
る
も
の

※ 

-
回
収
方
法

-
お
問
合
せ

空
き
力
ン
の

敵
乱
、
か
減
少

五
月
三
十
日
の

「
ご
み

0
の
日
」
に

合
わ
せ
、

町
内
各
地
区
・
各
企
業
で
空

き
缶
拾
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

六
月
十
八
日
に
は
、
押
原
小
学
校
で

美
化
運
動
を
か
ね
た

「校
区
内
空
き
缶

ひ
ろ
い

」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
も

同
時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
空

き
缶
収
集
量

の
比
較
を
し
て
み
ま
し
た
。

昨
年

2
4
0
キ
ロ
グ
ラ
ム

今
年

1
2
4
キ
ロ
グ
ラ
ム

今
年
は
昨
年
の
お
よ
そ
半
分
の
空
き

缶
の
収
集
量
で
し
た
。
空
き
缶
の
散
乱

が
な
く
な

っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
各
地
区
の
清
掃
活
動
・
子
ど
も
ク

ラ
フ
の

「わ
が
町
を
美
し
く
」
推
進
事

業
、
各
学
校
に
よ
る
清
掃
活
動
の
他
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
よ
り
、
空
き
缶
の
散
乱
は
確
実
に
減

少
し
て
い
ま
す
。

空ビンポストを設置

aヨさ油田寄ta
を

~町で半額助成~

{半額助成申請手続き}

で

E
「
ア
レ
5こ
金
量
一

T
T
ニ
J
E
J
向

1

4
呈
-
ロ
里
佳

西
条
二
区
第
一
公
会
堂

上
河
東
二
区
集
会
所

町
総
合
会
館
前

の
三
ヵ
所
に

「空
ビ
ン
ポ
ス

ト」

を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
空
ビ
ン
の

資
源
化
ル
ー
ト
確
保
の
た
め
、

モ
デ
ル

的
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。
今
後
は
、

「空
ビ
ン
ポ
ス
ト」

の
状
況
を
見
な
が
ら
、

収
集
方
法
や
設
置
場
所
を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

町
で
は
、
ご
家
庭
で
生
ご
み
を
簡
単

に
、
し
か
も
衛
生
的
に
自
家
処
理
で
き

る

「生
ご
み
処
理
容
器
」
の
ご
利
用
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
大
部

分
は
水
分
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
容
器
で
は、

生
ご
み
な
ど
を
自
然

発
酵
さ
せ
、
水
分
を
地
中
に
浸
透
さ
せ

る
な
ど
、
た
い
肥
と
し
て
大
地
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
せ
ま
す
。

各地区に申込み用紙を回覧いたしま

すので、購入を希望される方は名前を

記入してください。直接申し込む方は、

購入前に、役場環境衛生課へ連絡をし

てください。 (fi75-2111) 

ー購入に必要な書類を郵送します。

"" 指定販売居lこ、書類と印鑑を持参し

てください。半額で購入できます。

ヲ℃

ビ
ン
も

-指定取扱后

・プラスワン昭和庖

-ニューライフ力タフラ昭和居

-中巨摩東部農協 (昭和・常示・西条)

現
在
、
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
た
空
ビ

ン
の
多
く
は
、
破
砕
さ
れ
た
後
埋
立
処

分
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
薬
・
化

粧
品
・
調
味
料
な
ど
の
使
い
捨
て
ビ
ン

も
、
色
分
け
す
れ
ば
再
び
ビ
ン
を
作
る

原
料
と
し
て
使
え
ま
す
。

ビ
ー
ル
、
酒
ビ
ン、

コ
l
ラ
な
ど

一

部
の

ピ
ン
は
、
販
売
庖
で
引
き
取
っ
て

も
ら
え
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
買
っ

た
販
売
庖
に
返
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

平成4.8.1③広報しようわ



初
夏
の
北
陸
路

老
人
生
き
が
い
パ
ス
旅
行

町
の
老
人
生
き
が
い
パ
ス
旅
行
の

一

行
が
、
六
月
十
七
日
・
十
八
日
の

二
日

間
、
初
夏
の
北
陸
路
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の

一
泊
二
日
の
パ
ス
旅
行
は
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
旅
行
が

な
に
よ
り
も
楽
し
み
と
い
う
お
年
寄
り

も
多
く
、
毎
年
多
く
の
み
な
さ
ん
に
参

加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

一
行
二
百
十
八
人
は
、
パ
ス
六
台
に

分
乗
し
て
、
越
前
岬
や
東
尋
坊
、
そ
れ

に
日
本

一
大
き
い
加
賀
の
観
音
様
な
ど

を
見
学
し
ま
し
た
。
夜
は
、
芦
原
温
泉

郷
の
お
風
呂
に
つ
か
り
な
が
ら
旅
の
疲

れ
を
い
や
し
、

三
百
畳
の
大
宴
会
場
で

総合会館の東側ヘ

事務所が
移転しました
町社会福祉

行
わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
楽
し
く
語
ら

い
な
が
ら
日
本
海
の
句
の
味
を
堪
能
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
生
き
が
い
パ

ス
旅
行
に
参
加
し
た
九
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
四
人
に
は
、
泉
町
長
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
町
総
合
会
館
の

一
室
に
事

務
所
が
あ
り
ま
し
た
町
の
社
会
福
祉
協

議
会
が
、
こ
の
ほ
ど
総
合
会
館
と
押
原

児
童
館
の
聞
に
新
設
さ
れ
た
プ
レ
ハ
ブ

の
事
務
所
に
移
転
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

総
合
会
館
内
に
あ
る
役
場
分
室
の
健
康

4

司

吉

崎

御

坊

を

見

学

企90歳以上の方には記念品が企町社協のはつらつスタッフ(新事務所玄関前で)

福
祉
課
に
、

O

A
機
器
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
事
務
室
が
手
狭
に
な
っ

た

た
め
で
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
法
人
化
さ
れ

た
民
間
団
体
で
、
町
内
全
て
の
ご
家
庭

に
現
在
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
会
費
に
よ
る
収
入
と
、

国
・
県
・
町
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
、
町
民
総

参
加
型
の
地
域
福
祉
事
業
の
推
進
母
体

で
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
-
心
配
ご
と
相
談
所
・
結
婚
相
談
所

も
併
設
し
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
民
の
み

な
さ
ん
が
、
気
軽
に
お
寄
り

い
た
だ
い

た
り
、
お
電
話
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
心

か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ごぞんじですか

今年のT月から

児童手当ガ改正されましだ

。
児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
方

三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
で
、
前
の
年
の
収
入
が
二
疋
の
額
未

満
の
場
合
に
児
童
子
当
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
な
お
、
自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く

て
も
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
、

二
疋
の

生
計
関
係
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
る
場
合

か
あ
り
ま
す
。

。
児
童
手
当
の
額

第

一
子
及
ぴ
第
二
子

月

額

五

千

円

第
三
子
以
降

一
人
に
つ
き
月
額

一
万
円

。
支
給
さ
れ
る
月

二
月
・
六
月
・
十
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
児
童
手
当
の
詰
求
は

児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
で
、
ま
だ
手
当
の
支
給
を
受

け
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
町
民
窓

口
謀
(
岱
お

1
2
1
1
1
)
で
申
請
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

{平成4年度所得制限限度額表]

扶養親族び
怠ど及 児童手当所得限度額 特例給付所得限度額
児童の数

O人 オ47.6万円 363.0万円

4人 177.6万円 393.0万円

2人 207.6万円 423.0万円

3人 237.6万円 453.0万円

4人 267.6万円 483.0万円

5人 297.6万円 513.0万円

6人 327.6万円 543.0万円

ア人 357.6万円 573.0万円

8人 387.6万円 603.0万円

④ 千点4.8.1広報しようわ

O

こ
の
表
の
所
得
は
、
平
成
三
年
分
の

所
得
で
す
。

O
年
金
未
加
入
者
及
ぴ
国
民
年
金
加
入

者
は
児
童
手
当
所
得
限
度
額
を
、
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
者
は
特
例
給
付

所
得
限
度
額
を
見
て
く
だ
さ
い
。

O
扶
養
人
数
は
、
申
告
上
の
人
数
に
よ

り
ま
す
。

O
給
与
所
得
者
は
、
給
与
控
除
後
の
所

得
額
に
よ
り
ま
す
。

0
申
告
所
得
か
ら
八
万
円
を
控
除
し
て

所
得
額
と
し
て
く
だ
さ
い
。

女
特
例
給
付
と
は

特
例
給
付
は
、
児
童
手
当
の
役
割
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
な
い
被
用
者
(
厚
生
年
金
加

入
者
)
ま
た
は
、
公
務
員
の
う
ち
収
入

が

一
定
の
額
未
満
の
方
に
支
給
さ
れ
ま

す。



文
部
省
は
、
今
年
の
九
月
か
ら
、
全

国
す
べ
て
の
公
立
学
校
で
学
校
週
五
日

制
を
月

一
回
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、
県
内
の
公
立
幼

稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
・

特
殊
教
育
諸
学
校
に
お
い
て
も
、
九
月

か
ら
毎
月
の
第
二
土
曜
日
が
お
休
み
に

な
り
ま
す
。

子
ど
も
に

ゆ
と
り
と
充
実
感
を

学
校
週
五
日
制
は
、
社
会
の
変
化
に

対
応
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
、
望

ま
し
い
人
間
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
土
曜
日
に
は
、

親
と
子
が

一
緒
に
過
ご
し
た
り
、

地
域

に
お
い
て
子
ど
も
ど
う
し
で
、
あ
る
い

-は
大
人
た
ち
と

一
緒
に
な
っ
て
遊
ん
だ

り
、
活
動
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
体
験
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
に
、

自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で
き
る
力

を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

多
様
な
活
動
に

参
加
で
き
る
よ
う

町
で
は
六
月
始
め
に

「昭
和
町
学
校

週
五
日
制
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、

-4' 

企子どもたちの遊びの拠点になるよう期待される児童館

-

五
月
十
八
日
、
東
京
都
虎
の
門
・
東

-
京
農
林
年
金
会
館
に
お
い
て
、
本
町
の

一
井
上
武
さ
ん
が
、
交
通
安
全
功
労
者
と

-
し
て
関
東
管
区
警
察
局
長
表
彰
を
受
賞

-
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
夫
人
の
寓
里
子

一
さ
ん
に
も
、
水
年
の
内
助
の
功
に
対
し

-
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

-

井
上
さ
ん
は
、
南
甲
府
交
通
安
全
協

-
会
昭
和
支
部
の
役
員
と
し
て
長
年
ご
尽

実通安全功労者

関東管区警察

局長表彰会受賞

井上武さん
(上河東)

現
在
、

学
校
週
五
日
制

へ
の
基
本
的
な

考
え
方
に
つ

い
て
話
し
合

っ
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
地
域
に
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
共
に
、
家

庭
や
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
体

験
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
遊
び
ゃ
多
様

な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
町
内
三

つ
の
児
童
館
・
公
民
館
・

図
書
館
・
年
内
オ
ー
プ
ン
予
定
の
温
水

プ

i
ル
な
ど
の
活
用
や
、
機
会
の
充
実

に
も
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
な
お
、
現
在
毎
週
土
曜
日
・
日
曜

日
に
児
童
館
は
休
館
し
て
い
ま
す
が
、

九
月
以
降
の
毎
月
第
二
土
曜
日
の
午
前

中
は
、

押
原
・
西
条
・
常
永
の
三
つ
の

児
童
館
、
と
も
開
館
い
た
し
ま
す
。

力
き
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
副
支
部

-

長
を
五
年
、
支
部
長
を
五
年
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
全
日
本
交
通
安
全

-

協
会
長
表
彰
な
ど
数
々
の
表
彰
も
受
賞

-

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら
は
、

一

昭
和
支
部
の
顧
問
、
南
甲
府
安
全
協
会

の
監
事
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
-

こ
れ
ら
長
年
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
警
一
口

-

察
局
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
街
だ
か
ら

ふ
れ
あ
い
の
心
で
築
こ
う

明
る
い
社
会

誼Ea@喝ささ〈す§SE2
hv
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

P
R
活
動

カーブ
ミラーが

ピカピカに

安協昭和支部

今
年
で
第
四
十
二
回
を
迎
え
る

『社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
が
、
七
月

一

日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

一
ヵ
月
間
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
町
内
の
保
護
司
さ
ん
と

更
生
保
護
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
が
中
心

と
な

っ
て
、
町
内
を
宣
伝
カ

i
で
巡
回

し
た
り
、
フ
ァ
ミ
リ
コ
昭
和
庖
な
ど
で

チ
ラ
シ
を
配
り
、
街
頭
P
R
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

次
代
を
担
う
少
年
を
非
行
か
ら
守
り
、

非
行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を
助

け
る
た
め
、
地
域
に
理
解
と
協
力
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

南
甲
府
交
通
安
全
協
会
・
昭
和
支
部

(
泉
昌
夫
支
部
長
)
の
役
員
の
み
な
さ
ん

四
十

一
名
は
、
六
月
十
七
日
の
早
朝
約

二
時
間
、
町
内
の
危
険
箇
所
や
カ
!
ブ

ミ
ラ

l
・
道
路
標
識
な
ど
の
交
通
安
全

施
設
の
整
備
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
普
段
利
用
し
て
い
る
カ
ー

ブ
ミ
ラ
!
も
、

「少
し
で
も
事
故
が
減

っ
て
く
れ
れ
ば
」
と
願
う
役
員
の
み
な

さ
ん
の
子
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
き
れ

い

に
み
が
か
れ
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
ー
や
歩
行
者
の
み
な
さ
ん

も
、
き
れ
い
に
な
っ
た
カ

l
ブ
ミ
ラ
ー

や
標
識
を
よ
く
見
て
、
交
通
安
全
に
心

か
け
ま
し
ょ
う
。

⑤広報しようわ 平点4.8.1

..交通事故に気をつけて



み
ご
と
な
ハ
シ
ド
ル
さ
ば
き
で

平
優
一

受
通
安
全

• 
西

条

小

学

校

• • 

• 
子
ど
も
自
転
車
県
大
会
・

企左から中沢・奥山・小菅・三村・朝田・早川くん

六
月
二
十

一
日
の
日
曜
日
、
西
条
小

学
校
の
校
庭
で
、
交
通
事
故
の
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
、
県
警
察
本
部
と
県
交
通
安
全

協
会
主
催
の
交
通
安
全
子
ど
も
自
転
車

山
梨
県
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
の
警
察
署
管
内
の
代

表
十
六
チ
l
ム
六
十
四
名
が
出
場
し
、

交
通
規
則
な
ど
の
学
科
テ
ス
ト
と
、
安

全
走
行
と
S
字
や

ス
ラ
ロ

l
ム
な
ど

の

運
転
技
術
を
み
る
技
能
走
行
の
実
技
テ

ス
ト
に
臨
み
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、

南
甲
府
署
管
内
の
代

表
と
し
て
西
条
小
学
校
が
出
場
し
ま
し

た
。
選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
早
朝

・
放

課
後
と
熱
心
に
練
習
に
取
り
組
み
、
当

日
は
、
練
習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
見

事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

な
お
、
選
手
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略
)

朝

田

輝

一

(
六
年
生
)

奥
山
雄
一
郎
(

H

)

小

菅

幸

彦

(

μ

)

中

沢

新

(

H

)

三

村

剛

史

(

H

)

早

川

一

哉

(
五
年
生
)

…
⑧
あ
り
が
と
か

…

〉
ハ
H
V

へ

L
?

…
(告
)
ご
ざ
い
ま
し
だ

一

M

峡
中
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な

日

目
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
良
い
本
を

も

…
た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
お
う
と
、
図

一

日
書
購
入
費
と
し
て
、
押
原
小
学
校

・
町

一
西
条
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
づ

一

…
つ
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

…

昭
和
町
へ
や
っ
て
く
る

巡
回
児
童
劇

m恩

上
演
・
劇
団
D
l
L

朗
読
劇

『
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
』
や

客
席
の
子
ど
も
た
ち
が
劇
の
中
に
入
り

込
み
、

俳
優
と

一
緒
に
な
っ
て
劇
を
作

り
上
げ
て
い
く
参
加
劇
『
お
人
形
ビ

ュ

ー
テ
ィ
』
な
ど
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

O

日
時

八
月
十
九
日
(
水
)

午
前
十
時
か
ら
十

一
時

O
場

所

町

総

合
会
館
・
軽
運
動
室

O

上

演

団

体

劇
団

D
I
L

(
代
表

岡
田

F碁

O

お
問
合
せ
先

押
原

児

童

館

雪
月
|
6
4
6
2

西
条
児
童
館
雪
月
1
9
6
1
6

常
永
児
童
館
合
問
1
0
3
5
8

の
い
ず
れ
か
の
児
童
館
ま
で
。

|一館社会体育施設なと
だおり

⑥ 

み
ん
な
で
き
て
ね

平え4.8.1

mω
号
⑫
包
園

夏
の
夜
を
、
親
子
で
楽
し
く
過
ご
す
わA

ノ

ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
夏
休

一
・4

み
の
良
い
思
い
出
に
、
親
子
そ
ろ
っ
て

一報

お

越

し

く

だ

さ

い

。

広

戸
回
日
酔

八
月
九
日
(
日
)

-

午
後
六
時
1
八
時

一

.

場

所

町
立
図
書
館
北
駐
車
場

一

・

内

容

花
火
大
会
・
わ
な
げ
コ

l
一

ナ
l
・
ぎ
り
が
に
と
り
や
、
や
き
そ

一

ば
・
お
で
ん
な
ど
の
各
種
夜
底
な
ど

楽
し
さ
が
い

っ
ぱ

い
で
す
。

町
教
育
委
員
会

(
雪
月
1
3
7
3
7
)
ま
で

夏
休
み

油
田
町
ω自

夏
休
み
の
日
、
親
子
で
ふ
れ
あ
い

を
深
め
な
が
ら
、
料
理
を
楽
し
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

[

E
崎

八
月
十
日
(
月
)

午
前
十
時
か
ら

・
場
所

町
総
合
会
館
調
理
室

-
講
師

栄
養
士
・
栄
養
改
善
推
進
員

.
お
申
j

A

役
場
健
康
福
祉
課

(
雪
月
1
2
1
1
1
)
ま
で

・
締
切
り
日
八
月
六
日

(木
)

※
定
員
は
二
十
五
組
で
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。



• 
・
仙一ー

な来
年
四
月
の
下
水
道
使
用
開
始
に
向

け
て
、
シ
リ
ー
ズ
五
回
目
は
、

J
活
水

の
最
終
処
理
L

と
「
山
梨
県
の
下
水
道

普
及
率
」
巳
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

.同@

e
A
 

釜無川流域下水道

構成 16市町村

一a叫

増穂町で最終処理

⑤ 下水道
ース

~ 
Cノ

下
水
道
が
完
成
す
る
と
、
み
な
さ
ん

の
家
庭
の
台
所
、
水
洗
便
所
や
お
風
呂
、

ま
た
、

工
場
か
ら
排
水
さ
れ
る
汚
れ
た

水
は
、
汚
水
ま
す
を
通
り
、
地
下
に
埋

め
ら
れ
た
町
が
管
理
す
る
公
共
下
水
道

幹
線
に
流
れ
て
行
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、

県
で
管
理
す
る
釜
無
川
流
域
下
水
道
幹

線

へ
と
流
れ
、
最
終
的
に
は
、
増
穂
町

に
現
在
建
設
中
の
終
末
処
理
場
(
浄
化

セ
ン
タ
ー
)
で
衛
生
的
に
処
理
さ
れ
、

き
れ
い
で
無
害
な
水
と
し
て
川
へ
放
流

さ
れ
ま
す
。
釜
無
川
流
域
下
水
道
は
、

釜
無
川
流
域
を
単
位
と
し
た
、
昭
和
町

を
含
む
十
六
市
町
村
の
汚
れ
た
水
を
、

広
域
的
に
排
除
し
処
理
す
る
下
水
道
で
、

県
と
市
町
村
が

一
体
と
な

っ
て
行

っ
て

い
る
効
率
的
な
下
水
道
で
す
。

o 

出
全国の下水道普及率

(口叫〈ー〉
仁二二コ 20----50%<27 )) 

仁二二コ 20%未満 <13 ノノ 〉

p=ポンプ場

T=終末処理場
--_:...._-........，.一

『 司 自 『 ぷ之宮崎調的暢叫値目

ー一司、明之芝:

砂
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る

増
穂
町
浄
化
セ
ン
タ
ー

国

全
国
で
沙
お
位

下
水
道
普
及
率

山
梨
県
で
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
甲

府
市
が
初
め
て
下
水
道
事
業
に
着
手
し

て
以
来
、
約
二
十
年
間
は
甲
府
市
が
県

下
で
た
だ

一
つ
の
下
水
道
事
業
実
施
都

市
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
本
県
の
下
水

道
普
及
率
は
印
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
全
国

平
均

μ
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
立
ち
遅
れ

て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

現
在
は
釜
無
川
流
域
下
水
道
な
ど
三
つ

の
流
域
下
水
道
と
、
四
十
二
市
町
村
で

公
共
下
水
道
事
業
に
取
り
組
み
、
実
施

率
で
は
、
全
国
平
均
を
五
割
も
上
回
る

下
水
道
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。

‘勾むO"""~瑚町;J2~世ræ菅同!?<I貯郁~n町1:::"tJr'I'f;ラ局貯明母
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町
-

A

フ
月

お{
一
般
図
書
】

0
凍
て
る
指

江
宮
隆
之

O
世
界
漂
流

五

木

寛

之

集

英
社

。
二
十
一
世
紀
へ
の
手
紙

曾
野
綾
子

集

英

社

。
禁
じ
ら
れ
た
島
へ

岸
本
葉
子

河
出
書一
房
新
社

凱
風
社

O

マ
ニ
ア

マ
リ
ナ
・
ヴ
ラ
デ
ィ

マ
か
ジ
ン
ハ
ウ
ス

令C"'"者X?IJ貯符?-On'を泡揮官うunt':"酌管泡

{
児
童
図
書
}

O
セ
リ
の
熱
い
夏

森
下
ヒ
バ
リ

理
論
社

O
で
ん
ぐ
り
ん

正
道
か
は
る

0
星
の
工
場

き
む
ら
よ
し
お

あ
か
ね
書
庖

平え4.8.1

臼
泉
社

O

ニ
い
し
が
ど
ー
ん

内
田
麟
太
郎

O
す
み
れ
ほ
い
く
え
ん

鄭

春

華

福

音

館

書
庖

⑦広報しようわ
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はっびいたいむ

みんなの努力で

ホタル舞う
河西区西一組

ホタル愛護会

今
月
は
、
町
の
象
徴
で
あ
る
源
氏
、
ボ

タ
ル
の
愛
護
活
動
に
、
組
全
体
で
力
を

合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
る
河
西
区
西
一

組
ホ
タ
ル
愛
護
会
を
紹
介
し
ま
す
。

河
西
区
西

一
組
は
、
常
永
川
の
下
流

近
く
の
人
た
ち
が
中
心
の
組
で
す
。
昭

和
三
十
年
頃
か
ら
次
々
と
家
が
建
て
ら

れ
、
現
在
で
は
十
五
戸
の
み
な
さ
ん
が

西

一
組
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

西

一
組
で
は
現
在
、
全
員
で
力
を
合

わ
せ
ホ
タ
ル
を
育
て
愛
護
し
て
い
ま
す
。

「常
氷
川
が
最
近
汚
れ
て
き
た
の
で
、

昔
の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に
し
よ
う
。

」

そ
し
て

「昔
、
川
が
き
れ
い
な
時
に
は

ホ
タ
ル
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
、

ホ
タ

ル
を
育
て
な
が
ら
、
き
れ
い
な
川
を
維

持
し
て
い
こ
う
。

」
そ
ん
な
声
が
持
ち

上
が
り
、
現
在
の
愛
護
活
動
へ
の
取
り

組
み
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
は
、
組
全
員
で
河
川
に
重
機
を

入
れ
、
土
や
ゴ
ミ
を
外
に
出
し
川
を
き

れ
い
に
し
ま
し
た
。
そ
こ
へ
、

町
の
教

育
委
員
会
と
ホ
タ

ル
愛
護
会
で
飼
育
し

て
い
る
ホ
タ
ル
の
幼
虫
を
分
け
て
も
ら

い
放
流
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
河
川
美

化
の
た
め
町
が
造
っ
た
人
口
水
路
に
、

ア
ヤ
メ
や
パ
ン

ジ
ー
な
ど
を
植
え
ホ
タ

ル
が
育
つ
環
境
を
作
り
ま
し
た
。

河
西
区
で
ホ
タ
ル
が
舞
っ
た
六
月
中

旬
に
は
、
ホ
タ
ル
観
賞
会
を
行
い
、
お

よ
そ
百
七
十
人
の
み
な
さ
ん
の
賑
わ
い

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

愛
護
会
を
結
成
し
、
ホ
タ
ル
愛
護
活

動
を
実
践
し
た
こ
と
に
よ
り
、
み
ん
な

で
共
同
作
業
を
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
と
ら
れ
、
以
前
に
も
増
し
て
親

睦
が
深
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

「
こ
れ

か
ら
も
、
ホ
タ

ル
の
飼
育
や
水
路
の
清

田町
、
管
理
を
し
、
ホ
タ
ル
が
自
然
に
発

生
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

」

と
米
長
ホ
タ
ル
愛
護
会
会
長
は
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

河
西
区
西

一
組
ホ
タ
ル
愛
護
会
の
み

な
さ
ん
が
、
ま
た
来
年
に
か
け
て
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し

ま
す
。

企賑わいをみせるホタル観賞会

診 づくり料理

.r.:1}~} (j人分)

鶏肉 400g グリンピース Tカップ にんじん中1本

玉ねぎ中 T個 セロリ 1/2本 マーガリン大さじ2
小麦粉大さじ3 スープ 2力ツブ

スキムミルク液大さじ4 水 2カップ

生クリーム大さじ4

告示ω

塩小さじ 1/2

.f~的ち

⑦ 鶏肉はひと口大に切り、塩・こしようします。 iこんじんは

小さめの角切り|こし、玉ねぎ、セロリはうす切りにします。

② 鍋にマーガリンを熱し、玉ねぎ、セロリ、にんじんを妙

め、鶏肉を入れ、小麦粉をふり入れて、スープを加え煮疋

てます。

グリンピースを入れて、弱火で10分程煮込みます。

③ 水、 2カップで、といたスキムミルク液を加え、塩、こしょ

うで昧を整え、生クリームを入れます。

鶏
肉
と
グ
リ

安i
i九ン

角野緒子さん (西条一区) τ ~ 
1 ちょっと一言 ~ '/ J~ I 

izi51:主主ヲニ葉ス
仁二二ゴ

⑧ 

こ
う
ほ
う
俳
句
出

千点4，8，1

工
事
場
に
湯
呑
み
甲
』
ろ
が
る
半
夏
生

支
陀
羅
の
総
門
く
ぐ
る
夏
燕

そ
れ
ぞ
れ
の
町
誌
の
苦
タ
牡
舟

葉
桜
や
寝
台
、
仙
の
揃
ふ
双
生
児

朝

の
雨
田
の
杭

い
と
も
田
を
植
え
る

植
え
し
司
を
暴
走
族
が
怯
や
か
す

少
年
の
す
ま
し
顔
な
り
朝
埼
吟

え
の
日
と
は
誰
が
決
め
し
田
草
取
る

山
ほ
う
し
揺
れ
ど
・
7
し
な
る
滝
の
首

杉
落
葉
法
の
小
棋
の
揺
れ
ど
‘
7
し

夜
湿
り
の
杖
に
頼
っ
て
埜
狩

q

岐
の
風
す
で
に
埜
を
眠
ら
せ
っ

賛
同
ん
の
町
長
も
来
て
お
り
に
け
つ

埜
保
護
の
組
織
図
を
貼
る
村
に
入
る

ア
マ
リ
リ
ス
吊

t

橋
渡
れ
ば
匂
の
宿
よ

樋
分
ち
田
水
植
田

に
並
々
と

香
水
も
櫛
も
わ
す
れ
.
ず
旅
に
い
ず

長
劫
や

一
人
も
た
の
し
畑
夕
べ

紫
陽
花
の
露
に
え
る
る
爪
木
崎

速
く
海
夜
採
の
え
鮮
や
か
に

首
箱
の
洗
い
干
さ
れ
て
渓
日
和

安
達
太
良
山
は
千
忠
子
の
山
よ
も
ど
っ
梅
雨

藷
苗
を
色
む
新
開
読
ん
で
お
り

羅
の
裾
さ
ざ
波
の
ご
と
座
る

夏
深
し
闘
病
長
く
し
て
逝
き
ぬ

布
衣
の
'
身
の
比
の
夏
ぼ
ん
や
り
過
し
居
ハ
1

・
中
沢

込

よ
く
喋
る
異
国
調
な
る
あ
や
め
困

浴
後
な
ほ
夜
濯
、
ぎ
終
る

日
課
か
な

雨
宮

手い

孝

広報しようわ
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小
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司
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だいや

金丸大也くん
eH3. 9.4生(上河東)

・(父)弘・(田)美春

ぎなみ

原愛美ちゃん
eH3. 6. 19生(よ河東二区)

・(父)朋行・(田)かほる

親から一言ータイヤモンドのような輝き

を持った素敵怠男の子になって欲しいと

いう願いをこめて名付けました。だくさ
んの事を体験して、大きく育ってくだ、さし」
~ ... 拘湖市炉、毎期監烈~.:i唱必繍倒

親から一言一わが家の「愛美」もう 1:才、

とても明るくおてんば娘です。これから

は、もう少し女らしく思いやりのある子

に育って欲しいと願っています。
ゃ，曲縁切帽!!I'"~""臨，減~・:1':';検量乱世

こうだい

河西航大くん
e H3. 8. 2生(築地新居)

・ (父)実・(白)ルミ子

貧血液型と
輸血

山梨医科大学医学部附属病院

輸血部主任技師田中喜

週
刊
誌
な
ど
は
か
な
ら
ず
占
い
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
、
若
者
の
間
で
は
血
液
型

に
よ
る
占
い
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
よ

う
で
す
。
今
回
は
そ
の
血
液
型
の
話
で

す。
血
液
の
有
形
成
分
は
赤
血
球
、
白
血

球
、
血
小
板
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
血
液
型
が
あ
り
ま
す
。
臓

器
移
植
の
際
に
問
題
と
さ
れ
る

H
L
A

は
白
血
球
の
血
液
型
で
す
。
輸
血
の
際

に
重
要
な
の
は
赤
血
球
の
血
液
型
で
す
。

赤
血
球
の
血
液
型
は
い
く
つ
ぐ
ら
い
あ

る
か
御
存
知
で
す
か
?
実
は
約
4

0

0
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
重
要

な
の
は

A
B
O
で
す
。

A
B
O
血
液
型

は
基
本
的
に
は
、

A

・
B
・
O
-
M
の

四
種
の
型
に
分
か
れ
ま
す
。

A
型
の
人

に
は

B
型
赤
血
球
に
対
す
る
抗
体
(
抗

B
)
、
B
型
の
人
に
は

A
型
赤
血
球
に

対
す
る
抗
体
(
抗
A
)
、
O
型
の
人
に

は
A
お
よ
び

B
型
赤
血
球
に
対
す
る
抗

体
(
抗

A
B
)
が
あ
る
た
め
に
、
本
人

と
異
な
る

A
B
O
血
液
型
の
血
液
を
輸

血
し
ま
す
と
極
め
て
重
篤
な
副
作
用
が

一

命
ゐ
五
五
五

.

平
成
四
年
六
月
一
日
j
六
月
三

O
日

田

圭

輔

(

正

之

)

①

上

河

東

マ

塩

.

ま

で

の

届

出

(

叡

称

略

)

原

充

(

敦

)

①

上

河

東

ニ

区

マ

坂

.

北

お

誕

生

大

本
浩
児
(
博
)
マ
松
田
啓
太
(
清
ば

マ
海
野
佑
基
(
光
裕
)
マ
望
月
沙
織

(
)
内
は
保
護
者
(
強
)

一
①
西
条
一
区
マ
雨
宮
千
夏
(
春
彦
)

一
マ
山
木
大
河
(
一
弘
)
マ
角
野
掬
一

.

(
英
吉
)
①
西
条
ニ
区
マ
大
川
美

一
穂
(
和
夫
)
①
清
水
新
居
マ
宮
、
津

.
俊
(
俊
之
)
①
西
条
新
田
マ
若
林

一
大
介
(
常
幸
)
マ
堀
内
慎
吾
(
健
太
郎
)

一
①
押
越
マ
山
田
仁
史
(
実
)
①
紙

一
漉
阿
原
マ
落
合
祥
平
(
徳
仁
)
マ

一
石
原
大
地
(
浩
一
)
①
河
西
マ
真

幸

起
こ
り
ま
す
。

A
B
O
に
次
い
で
重
要
な
の
は
R
h

血
液
型
で
す
。
R
h
は
特
種
の
抗
原
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
重
要
な

の
は
R
h
o
(
D
)
因
子
で
す
。
こ
の

抗
原
を
持
つ
人
を
R
h
+
(
プ
ラ
ス
)
、

持
た
な
い
人
を
R
h
一
(
マ
イ
ナ
ス
)

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

A
B
O
以
外
の
血

液
型
は
規
則
的
に
(
必
ず
)
抗
体
を
持

つ
わ
け
で
は
な
く
、
多
く
は
輸
血
や
妊

娠
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
R

h
(
ニ
の
人
が
R
h
(
+
)
の
血
液
を

輸
血
さ
れ
た
り
、
R
h
(
十
)
の
子
供

を
出
産
し
た
り
す
る
こ
と
で
抗
R
h
o

(
D
)
抗
体
が
作
ら
れ
ま
す
。
R
h
o

(
D
)
は
他
の
血
液
型
抗
原
に
比
べ
極

め
て
抗
体
を
作
り
易
い
た
め
、

A
B
O

と
同
様
に
必
ず
血
液
型
を
合
わ
せ
て
輸

血
を
行
い
ま
す
。
た
だ
R
h

(

ニ

は

日
本
人
で
は
約
2
0
0
人
に

一
人
し
か

い
な
い
こ
と
か
ら
R
h
(
一
)
の
人
が

い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
相
互
に
助
け
合
う
た

め
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
R
h
o
(
D
)

抗
体
を
持
つ
R
h
(
一
)
女
性
が
R
h

(
+
)
の
子
供
を
宿
し
ま
す
と
、
妊
娠

中
に
抗
体
が
胎
盤
を
通
過
し
て
子
供
に

行
く
た
め
に
、
子
供
が
新
生
児
溶
血
性

疾
患
に
か
か
る
可
能
性
が
高
く
、
時
に

は
死
産
に
な
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
の

で
、
妊
婦
さ
ん
は
必
ず
R
h
o
(
D
)

血
液
型
の
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

R
h
(
一
)
で
あ
れ
ば
出
産
時
に
(
流

産
の
時
も
)
抗
D
ヒ
卜
免
疫
グ
ロ
プ
リ

ン
の
投
与
を
受
け
る
事
で
抗
R
h
o

(
D
)
抗
体
が
作
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
血
液
型
の
不
適
合
に
よ
る

副
作
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、
輸
血
前

に
不
規
則
抗
体
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
や
交

差
適
合
試
験
と
い
う
検
査
が
行
わ
れ
ま

す

。

企

画

財

団

法

人

里

仁

会

-v
結

婚

-v

①
西
条
ニ
区
マ
谷
本
泰
成
・
加
々

美
清
子
マ
永
井
聖
一
郎
・
赤
坂
美

穂
①
清
水
新
居
マ
笹
本
徹
哉
・

保
坂
幸
子
マ
菊
池
広
泰
・
金
丸
弘

子
①
紙
漉
阿
原
マ
遠
藤
哲
也
・

北
村
由
美
①
築
地
新
居

マ
石
川

浩
・
飯
島
か
お
る

平え4.8.1

ーヂ

ιー
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⑨広報しようわ
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歌
詞
宇
佐
募
集
し
て
い
ま
す

ー
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
歌

f
〉

町
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
誰

で
も
、
い
つ
で
も
、
楽
し
く
歌
え
る

『
昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
歌
』

の
歌
詞
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
二
十

一
世
紀
に
生
、
き
る
老
人
の
生

き
が
い

」
「
健
康
で
、
豊
か
な
心
で
、

鹿
味
や
ケ

l
ト
ボ

l
ル
な
ど
楽
し
く
明

る
く
生
涯
学
習
活
動
す
る
老
人
」

「
伸

び
ゆ
く
昭
和
町
」
「
町
の
象
徴
の
源
氏

ボ
タ
ル
」

「
中
央
道
・
リ
ニ
ア
・
昭
和

バ
イ
パ
ス
」

「富
士
山
・
南
ア
ル
プ
ス
・

八
ヶ
岳
」
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
を
盛
り
込

ん
で
く
だ
さ
い

。

O
締
切
り

O
審
査
員

昭
和
町
教
育
委
員
会
教
育
長

若

尾

敏

夫

氏

山
梨
国
語
教
育
研
究
会
副
会
長

深

沢

完

興

氏

昭
和
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

一
瀬

金

造

氏

。

ご

応

募

は

役

場

健

康

福

祉

課

内

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

(
宮
内

1
12
1
1
1
)
ま
で

九
月
末
日

ω身
に
障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
だ
め
の

諮

問

ω

お
子
さ
ん
の
育
児
に
関
す
る
問
題
お

よ
ぴ
就
学
な
ど
教
育
上
の
問
題
で
悩
ん

で
い
る
方
の
た
め
に
、
巡
回
教
育
相
談

を
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
お

気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い。

O
主

催

山

梨

県

教

育

委

員
会

特
殊
教
育
セ
ン
タ
ー

O
相

談

対

象

心
身
の
発
達
に
遅
れ
や
障
害
を
持
つ

お
子
さ
ん
と
、
そ
の
保
護
者
。

o
日
時
・
場
所

九
月
二
十
四
日
(
木
)

竜
王
町
北
部
公
民
館

官

wl 
匂

十
月
五
日
(
月
)

八
田
村
中
央
公
民
館

。
申
込
み
方
法

希
望
相
談
日

の
十
日
前
ま
で
に
、
特

殊
教
育
セ
ン
タ
ー
(
雪
印

1
4
6
0
6
)

町
教
育
委
員
会

(
宮
内

|
3
7
3
7
)

の
ど
ち
ら
か
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

O
相

談

方

法

相
談
は
す
べ
て
個
別
に
行
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
と

一
緒
に
来
て
く
だ
さ
い
。

費
用
は
無
料
、
相
談
に
関
し
て
秘
密
は

厳
守
い
た
し
ま
す
。

体
協
サ
ッ
カ
ー
部

部町
体
育
協
会
サ
ッ
カ
ー
部
で
は
、
た

だ
今
部
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
チ

l
ム
は
、
活
動
を
始
め
て
か
ら
三

年
、
平
均
年
齢
二
十
四
歳
と
若
い
チ
ー

ム
で
す
。

現
在
の
活
動
は
、
月
二
回
の
練
習
の

他
、
郡
体
育
祭
り
な
ど
を
主
に
各
種
大

会
へ
出
場
し
て
い
ま
す
。

日
頃
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
、
サ
ッ
カ

ー
ボ
l

ル
を
お
も
い

っ
き
り
蹴
っ
て
、

一
緒
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う。

O
お

問

合

せ

先

サ

ッ
カ
ー
部
長
・
望

月

一
徳
(
雪
月

|
2
8
1
1
)
ま
で

郵
便
局
か
ら

新
し
く
西
条
新
田
に

ポ
ス
ト

を設置

長
い

間
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た

が
、
七
月
か
ら
西
条
新
田
公
会
堂
南
側

の
河
西
武
久
洋
服
庖
に
、

。ホ
ス
ト
(
郵

便
差
出
箱
)
と
切
手
類
販
売
所
を
設
置

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
夏
の
涼
し
い
便
り
か
カ
モ
メ

ー

ル

々

(
暑
中
見
舞
は
が
き
)
く
じ
付

き
も
販
売
し
て
お
り
ま
す
。

O
お
問
合
せ

田
富
郵
便
局
(
窓
口

1
3
0
5
0
)
ま
で

主骨建

を?護葉
J 当~関

存逗会
じ職th.
で金な
す嗣jえ
7J~度へ

国
が
つ
く
っ
た
こ
の
制
度
は
、
全
国

ど
こ
の
建
設
現
場
で
働
い
て
も
、
事
業

所
に
一雇
用
さ
れ
た
期
間
を
通
算
し
て
退

職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
業
界
ぐ
る
み

の
退
職
金
制
度
で
す
。131.040円

382.758円

10年I1.006.244円

30年I6.359.620円

T臼260円の掛

金で退職金は次のと

おりになります。

退職金額年数

2年

5年

O
お
問
合
せ

建
退
共
山
梨
支
部

(
告
白

1
4
4
6
2
)
ま
で

町が医療機関などに支払った

5月分の医療費は、約2，732万7千

円です。 (前年同月比4.97%の減)

病気の予防は、早

期発見、早期治療

が大切です。むや

みな転医はつつし

み、医療費を大切

に使いましょう 。

国保ミ二だより

「一

mm

園
開

r
n

〆・A
'
-

円-'，A-R¢
 

巡
回
相
談
の
お
し
ら
せ

移
動
県
氏
相
談

交
通
事
故
の
あ
と
処
理
に
関
す
る
相

談
・
生
活
上
の
法
律
問
題
に
関
す
る
相

談
・
土
地
や
住
宅
に
つ
い
て
の
様
々
な

相
談
な
ど
よ
ろ
ず
相
談
に
応
じ
ま
す
。

o
日
時

八
月
二
十
五
日
(
火
)

午
前
十
時

i
午
後
三
時

O
場
所

昭
和
町
中
央
公
民
館

O
詳
し

d
J

県
民
相
談
セ
ン
タ
ー

(
宮
ロ

3
7
1
5
)
ま
で

※
な
お
、
県
民
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
随

時
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

町内交通事故

発生件数
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

==6月分--
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り保健衛生だよ

飼えなくなった犬猫の収集臼

日 8月4日(火)・ 21日(金)

午前10時50分"'10時55分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主 もい っしょにいてくださし」また、

猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし っか

り封をしてください。

時

査

実施日 受付時間及び地区 去白/でタ、ー ェ叶オr ノl目し 場所

午後T時00分"'1時30分
平成 3年 7月 示志

(押原地区)

8月5日 午後T時30'"2時00分
出 生 児 メ口入

(水) (常京地区)
平成 3年10月 ~ 

午後2時00分"'2時30分
(西条地区)

出 生 児 官官

::"...、
=--'1 
ロジ康健児手し

集

IIITでは次のとお りイミ燃物の特別収集を行います。詳しい内

容につきましては、先日配布しまし た回覧文をご覧くださし、。

惨全地区… .8月26日(水) 午前6時~午前8時

※通常、不燃物・組大ゴ ミの収集時に出せない物(カースボン

べ ・タイヤ・灰など)

※お出しになる物には必ず指定の荷札をつけてくださ~'0 

収~U 特の物燃不

実施日 受付時間及ぴ地区 U四火す とelゴL ノIEしI 場所

午後T時00分"'1時30分
平成 4年 1月 立川、公ベム、

(押原地区)

8月刊日 午後2時00分"'2時30分
出生 }児

AE1 、

(火) (常永地区)
平成 4年 4月

メ~

午後3時00分"'3時30分
出 生 児 宮古

(西条地区)

町
で
は
八
月
十
六
日
(
巴
)
午
前

8
時
ま
で
に
盆
の
供
物
の
特
別
収

集
を
行
い
ま
す
。
供
物
の
収
集
場

所
は
、
各
区
の
衛
生
委
員
を
通
じ

て
回
覧
い
だ
し
ま
す
の
で
、
一
般

の
ゴ
ミ
収
集
場
所
に
は
出
さ
な
い

で
く
だ
さ
い
。
ま
だ
、
河
川
美
化

の
た
め
川
に
は
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。西条新田西条一区西条二区清水新居

押越河東中島紙漉阿原

築地新居飯喰河西上河東 上河東二区

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル持ち物

由子手帳受付及び一般健康相談臼

昭和町総合健診結果報告会

先般実施いたしました総合健診の結果報告会を開催い

たします。検査結果の見方、個人指導(事後指導)、助

言などがありますので、受診者の方は必ず出席してくだ

さし、。

せっかく受けた健診も受けたま ま放っておいてはなん

の意味もありません。

報告会に参加して、家族ぐるみで健康管理に努めまし

ょっ 。

8月3日(月)・ 17日(月)・ 31白(月)

午前9時"'11時30分
場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。妊

娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以 tの方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしていま

すので、お気軽にお出かけください。

時日

歳 6か月児健康診 査

実施 日

受付時間

場所

該当児

8月6日(木)

午後1時"'1時30分
総合会館

平成 2年12月 1日~平成 3年 1月31日までの出生

児、及び前回未受診児。

母子手帳・ 1歳 6か月児健診質問票

実 施 日 午前 9時~午後 1時~会場|9時30分 1時30分

8月21日(金) 要精検の方~ 
8月24日(月) 要精検の方 要精検の方 目白

8月25日(火) 西条二区 西条条一区
末日

西 新 田 田了

8月26日(71<) 押 越 築地新阿 居
紙漉原

8月27日(木) 河東中島 飯喰・;可西
正に午コ

dZh 工

8月28日(金) 清水新居
上河東

自官上河東二区

8月29日(土) 要精検の方~ 

結 果 報 告 会 の 日 程
持ち物

吾介
。ジ

実施 日

受付時間

場所

該当兜

持ち物

横

8月刊日(水)

午後T時----1時30分
総合会館

平成 4年 4月 1日-5月31日までの出生児。

母子手帳

科外~ 整児乳

査

実施巳

受付時間

場所

該当者

吾会・
ロジ

8月20日(木)

午後T時----1時30分
総合会館

昭和62年 5月 1日~昭和62年 7月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物 母子手帳・ 5歳児健診質問票

※尿検査がありますのでご承知おきくださし、。

康健児歳5
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平成4年 0992年) 8月のこよみ
月 Monday I 火 τuesday 水 Wednesdayl木 τhursdayI 金 Friday Iこ土 Saturday 

~.~ 111 ~ 
*の日
観光の日

役場閉庁

日 Sunday

冨⑭寝泊号鴎崎止易局留司
ア月21日(火)'-8月31日(月)
ふれあいと

ゆとりでつなごう

無事故の輔

だ的税はあ

暮5Lの中に叡泣れています

.t.-I.-fこは地元で買いましょう。

克
月

は
葉 AUGUST 
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食品衛生週間

8議4百 5露 先
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31室
二百十日

30強
防災週間 --地

区

西西清西

条条水条

新新

区 区 居 回

毎週火・金曜日

4日.7日・ 11日.148
T8日・21日・ 25日・ 28日

密月第271<躍B第4水陸自

12日. 26日

総合会館 |母子手帳交付及び

温泉定休日 | 一般健康相談日

(総合会館)

図書館休館日
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燃
え
る
物

日
ド
k

ト悼=

燃 I ~' 空
安 |フ λJ
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押河紙築飯河上上

東漉地 河
河東

中阿新 一

越島原居喰西東区

毎運用・木曜日

3日・ 6日・10日・13日・17日
20臼・ 24日.27日・ 31日

毎月第?水鑓B第3水曜日

5日・ 19日


